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事業の背景と目的 
 

我が国の製品輸出額の６割近くを占める製品に組み込まれ、ものづくりの基盤を支える組

込みソフトウェア産業は、平成 20 年度より日本標準産業分類 3912 として規定されること

によりその位置付けがますます重要になってきている。組込みソフトウェアは、自動車の

エンジン制御、安全制御、情報家電の通信制御、映像・音声制御等を担うソフトウェアで

あり、その開発においては、中小企業が重要な役割を果たしている。組込みソフトウェア

産業全体で、年間の国内組込みソフトウェア開発費は約 4.2 兆円、直近 5 年間（2004～2009

年）の平均成長率は約 15％と推計されており、近年、著しくその規模が拡大している。組

込みソフトウェア産業は、我が国が高い競争力を有する自動車、情報家電等を支える重要

な産業であることから、現下の経済情勢を乗り越え、今後ますます発展していくことが期

待され、求められていると認識している。しかし一方では、組込み業界における人材育成

はまだまだ徒弟的な現場中心の OJT による育成方式が中心であり、体系的な人材育成カリ

キュラムの整備が求められているのが現状であった。 

このような環境下において、社団法人 組込みシステム技術協会(JASA：Japan Embedded 

Systems Technology Association 以下 JASA と記す)では、JASA ビジョンにおいて組込

み業界における人材育成を柱の一つと定めて、ET（Embedded Technology）展の開催、ET

ロボコンの開催などを通じて各種技術情報の提供、セミナーの開催などを行っている。ま

た、組込み技術者のスキル評価を推進するために、ETEC(組込み技術者試験制度 以下

ETEC と記す)を実施し、既に 5 千名以上の技術者が受験している。 

 

『実践型人材養成システム普及のための地域モデル事業』（以下本事業）を JASA が受託

することにより、組込みソフトウェア技術者向けの体系的な訓練カリキュラムの構築とと

もに、組込み技術者向けの評価シートを普及させ、業界全体の人材育成の基盤を築くこと

ができた。昨年来の産業不況により、新規雇用に対する抑制作用が働いている状況におい

ても、訓練実施初年度に 28 社 314 名もの実績ができたのは、実践型人材養成システムを活

用できた点が大きく寄与していると考えられる。この機に本事業による新規雇用の創出が、

新卒採用枠の拡大が起こることを期待している。 
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